
学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S203 ファッションドローイングⅡ 15

担当教員 上山　恵加 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○

イタリアミラノの学校を卒業後、ミラノコレクションに携わり、国内ではアパレルデザ
イナーとして勤務。
授業では、スタイル画の基礎を中心に、バランスや生地感の表現手法、画材の使
い方、スタイリングの表現方法などを指導。

講義目的

ファッションスタイリングイラストにおける手法や技術の習得。

授業内容

ドローイングⅠで習得した基礎技術からの応用。
プレゼンテーションやマップに活用できる、イラストレーション技術上達の為、素材の描き分け、ボディバランスや着装、着色表現
方法。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題
1 1 実力確認・スタイル画８頭身 スタイル画描き方復習・スタイル画８頭身着色
2 1 顔復習 正面・斜面・横顔
3 1 スタイル画6.5頭身 バランスのとり方説明
4 1 スタイル画6.5頭身 スタイル画6.5頭身模写
5 1 SSコーディネートスタイル画＆デザイン8頭身（夏素材表

現）
ヌードボディ着装下絵（8頭身）

6 1 SSコーディネートスタイル画＆デザイン8頭身（夏素材表
現）

8頭身着色

7 1 SSコーディネートスタイル画＆デザイン6.5頭身（柄表現） ヌードボディ着装下絵（6.5頭身）
8 1 SSコーディネートスタイル画＆デザイン6.5頭身（柄表現） 6.5頭身着色
9 1 スタイリングショースタイル画　モデル別頭身 スタイル画下書き
10 1 スタイリングショースタイル画　モデル別頭身 スタイル画着色
11 1 スタイリングショースタイル画　モデル別頭身 スタイル画着色

12 1 A/Wコーディネートスタイル画＆デザイン8頭身 A/W・ヌードボディ・着装下絵（8頭身）

13 1 A/Wコーディネートスタイル画＆デザイン8頭身 A/Wスタイル画着色

14 1 A/Wコーディネートスタイル画＆デザイン8頭身 A/Wスタイル画着色

15 1 復習 復習

留意事項

ペンなどの道具のクセや特徴を理解しておくことが望ましい。
授業外でも、復習や練習をする、繰り返し描いて慣れるという事が大切。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座4　ファッションデザイン画」(文化出版局)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

オリジナルスタイリングやイメージし
たものを、スタイル画として描き起こ
すことが出来る。

演習
課題提出

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%

学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通



分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○
講座コード 授業科目名 授業時間数

S203 ファッションドローイングⅡ 15

担当教員 上山　恵加 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○

イタリアミラノの学校を卒業後、ミラノコレクションに携わり、国内ではアパレルデ
ザイナーとして勤務。
授業では、スタイル画の基礎を中心に、バランスや生地感の表現手法、画材の使
い方、スタイリングの表現方法などを指導。

講義目的

ファッションスタイリングイラストにおける手法や技術の習得。

授業内容

プレゼンテーションやマップに活用できる、イラストレーション技術上達の為、素材の描き分け、ボディバランスや着装、着色表現
方法。

授業計画及び学習課題
項目 回数 内容 学習課題

1 1 クロッキー 人体早描き練習

2 1 スタイル画・オリジナルスタイリング① 提出課題①　ヌードボディ・着装下絵（6.5頭身）

3 1 スタイル画・オリジナルスタイリング① 提出課題①　着色

4 1 スタイル画・オリジナルスタイリング② 提出課題②　ヌードボディ・着装下絵（8頭身）

5 1 スタイル画・オリジナルスタイリング② 提出課題②　着色

6 1 スタイル画・オリジナルスタイリング③ 提出課題③　ヌードボディ・着装下絵（6.5頭身）

7 1 スタイル画・オリジナルスタイリング③ 提出課題③　着色

8 1 スタイル画・オリジナルスタイリング④ 提出課題④　ヌードボディ・着装下絵（8頭身）

9 1 スタイル画・オリジナルスタイリング④ 提出課題④　着色

10 1 スタイル画・スタイリングコンテスト 提出課題⑤　ヌードボディ・着装下絵（ﾓﾃﾞﾙ別頭身）

11 1 スタイル画・スタイリングコンテスト 提出課題⑤　着色

12 1 スタイル画・卒業展スタイリング 提出課題⑥　ヌードボディ3体下絵（ﾓﾃﾞﾙ別頭身）

13 1 スタイル画・卒業展スタイリング 提出課題⑥　着装

14 1 スタイル画・卒業展スタイリング 提出課題⑥　着色

15 1 復習 復習

留意事項

ペンなどの道具のクセや特徴を理解しておくことが望ましい。
授業外でも、復習や練習をする、繰り返し描いて慣れるという事が大切。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座4　ファッションデザイン画」(文化出版局)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

オリジナルスタイリングやイメージした
ものを、スタイル画として描き起こすこ
とが出来る。

演習
課題提出

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S205 ヘアメイクアップⅡ 15

担当教員 馬庭　祥子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○
コレクション、コンテストイベント等に多数参加。企業・団体向けメイク講座の講師、
フリーペーパー誌面内にてメイクテクニックを紹介。また広告撮影、ＴＶ局アナウン
サー、ブライダルヘアーメイクも手掛けた豊富な経験をもとに学生を指導。

講義目的

ヘアメイクアップの質感や形を学び、表現したいイメージの幅を広げる。

授業内容

骨格に基づいたメイクアップを学び、化粧品の素材を使い分け、イメージに合わせたメイクアップを実践する。イ
メージに合わせたヘアスタイルを仕上げる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 メイク顔の分析 顔型の種類・各パーツの配置分析

2 1 メイク顔の分析 分析に基づくメイク

3 1 アイラインアートメイク アイラインでデザイン

4 1 アイラインアートメイク アイラインでデザイン

5 1 質感調整 グロッシーの艶感メイク

6 1 質感調整 パールの艶感メイク

7 1 質感調整 クリームカラーを使用したカラーメイク

8 1 質感調整 クリームカラーを使用したカラーメイク

9 1 ヘアー顔の分析 顔型・髪型バランス分析

10 1 ヘアー顔の分析 分析に基づくヘアー

11 1 ヘアアイロン ウェーブの種類

12 1 ヘアアイロン スタイリング剤の種類

13 1 ボリューム調整 付け毛の付け方①

14 1 ボリューム調整 付け毛の付け方②

15 1 まとめ 前期復習

留意事項

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

骨格に基づいたメイクアップが
でき、化粧品の素材を使い分
け、バランスを考えたヘアメイク
を仕上げる事が出来る。

講義
実践

筆記実技試験 40%

課題 50%

習熟度 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○
講座コード 授業科目名 授業時間数

S205 ヘアメイクアップⅡ 15

担当教員 馬庭　祥子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○
コレクション、コンテストイベント等に多数参加。企業・団体向けメイク講座の講師、
フリーペーパー誌面内にてメイクテクニックを紹介。また広告撮影、ＴＶ局アナウン
サー、ブライダルヘアーメイクも手掛けた豊富な経験をもとに学生を指導。

講義目的

テーマに合わせたヘアメイクアップを仕上げる事が出来る。

授業内容

色や形、素材の持つイメージを学び、ヘアアレンジとメイクアップのバランスをトータルで考え仕上げる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 人頭レッスン 人頭ヘアアレンジ

2 1 人頭レッスン 人頭ヘアアレンジ

3 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

4 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

5 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

6 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

7 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

8 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

9 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

10 1 テーマ別ヘアーメイク テーマに合わせたヘアメイクレッスン

11 1 ヘアスタイル作り 技術チェック

12 1 ヘアスタイル作り 技術チェック

13 1 ヘアスタイル作り 技術チェック

14 1 卒業展ヘアメイクレッスン 卒業展ヘアメイクレッスン

15 1 卒業展ヘアメイクレッスン 卒業展ヘアメイクレッスン

留意事項

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

色や形、素材を活かし、ヘアメイ
クのバランスをトータルで考え、
テーマに合わせたヘアメイクを
表現する事が出来る。

講義
実践

筆記実技試験 40%

課題 50%

習熟度 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S220 素材知識Ⅱ 15

担当教員 福永　瑠衣 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当として、MD
業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定のため出張
する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、効果を理解する。
歴史や地域性を踏まえた柄の種類と名称を覚え、見識を深める。
素材の感性による言語表現を理解し、使用できるようになる。

授業内容

素材知識Ⅰで習得した基礎知識の応用として、素材の染色や加工、柄についての講義。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 染色について① 先染めと後染め

2 1 染色について② 染色の種類

3 1 染色について③ その他の染色

4 1 復習ドリル 染色について復習

5 1 加工について① 生地の加工について

6 1 加工について② 加工の種類について

7 1 加工について③ 加工の効果について

8 1 復習ドリル 加工について復習

9 1 柄について① プリント柄

10 1 柄について② 先染め柄

11 1 柄について③ その他の柄

12 1 復習ドリル 柄について復習

13 1 レース① レースの種類について

14 1 レース② レースの編み方について

15 1 前期まとめ 前期復習

留意事項

オンデマンドの為、教科書を確認しノートを取りながら履修すること。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座１　改訂版・アパレル素材論」(文化服装学院)
閏間正雄編「テキスタイ事典」（ナツメ社)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

素材の知識を身につけ、将来の職
務に役立てられるようになる。

オンデマンド講義動画を繰り返し視聴
し、ノートにまとめることで身につける。
また、学内にまとめられたテキスタイル
を触ってみることで理解を深める。

テスト 100％



学科名 スタイリスト学科 コース名 コース共通

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

S220 素材知識Ⅱ 15

担当教員 福永　瑠衣 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

アパレル販売を経験後、婦人服製造卸でミセスブランド企画担当として、MD
業務全般に従事した。海外の縫製メーカーとの交渉や生地選定のため出張
する等、海外ビジネスの経験が豊富。
授業では、販売から商品仕入計画まで幅広く指導を行う。

講義目的

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、効果を理解する。
歴史や地域性を踏まえた柄の種類と名称を覚え、見識を深める。
素材の感性による言語表現を理解し、使用できるようになる。

授業内容

素材知識Ⅰで習得した基礎知識の応用として、素材の感性・品質管理についての講義。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 天然皮革 天然皮革の種類について

2 1 人造皮革 人造皮革の種類について

3 1 毛皮・羽毛 毛皮・羽毛について

4 1 復習ドリル レース・皮革・毛皮復習

5 1 毛皮・羽毛 毛皮・羽毛について

6 1 復習ドリル レース・皮革・毛皮復習

7 1 素材の感性① 風合いの感覚表現について

8 1 素材の感性② イメージによる感性表現について

9 1 素材の感性③ 感性別の代表的な生地について

10 1 復習ドリル 素材の感性復習

11 1 品質管理① 品質管理の意義について

12 1 品質管理② 品質管理の内容について

13 1 品質管理③ クレーム防止について

14 1 復習ドリル 品質管理復習

15 1 総合テスト １年間の総復習

留意事項

オンデマンドの為、教科書を確認しノートを取りながら履修すること。

教材

文化服装学院編「文化ファッション大系　服飾関連専門講座１　改訂版・アパレル素材論」(文化服装学院)
閏間正雄編「テキスタイ事典」（ナツメ社)

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

素材の知識を身につけ、将来の職
務に役立てられるようになる。

オンデマンド講義動画を繰り返し視聴
し、ノートにまとめることで身につける。
また、学内にまとめられたテキスタイル
を触ってみることで理解を深める。

テスト 100％



学科名 スタイリスト学科 コース名

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S208 グラフィックデザイン 15

担当教員 土井　奈緒子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○ 国内外の婦人服・水着デザイナーとして大手アパレルメーカーに勤務。授業では、デザイ
ン企画に特化したグラフィックデザインソフトの基本や応用操作の指導を行う。

講義目的

アパレル業界で標準的に使われている「Adobe Illustrator・Photoshop」操作の基本と活用方法を学び、スキ
ル向上をはかる。

授業内容

Adobe Illustrator・Photoshopを使用し、ファッションに関連した教材を使って、段階的に操作方法を身に付
け、アパレル業界で行われる各種作業に対応する活用力を身に付ける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 Photoshop・基本操作 画像から不要な部分の削除の方法説明と練習

2 1 Photoshop・練習 画像切り取り練習と効果、レイヤーの使用方法

3 1 Photoshop・課題 提出課題①　コラージュによるスタイリングマップ

4 1 Photoshop・スタイル画着色 手描きイラストの補正とベース着色

5 1 Photoshop・練習 濃淡の付け方・画像の範囲内貼り付けなど

6 1 Photoshop・課題 提出課題②　スタイル画着色

7 1 Photoshop・課題 提出課題作成③　スタイリングマップデザイン

8 1 Photoshop・課題 提出課題作成③　スタイリングマップデザイン

9 1 Illustrator・基本操作 画面表示の解説と操作

10 1 Illustrator・図形描画 図形の合成によるイラストレーション表現

11 1 Illustrator ・ペンツール アンカーとパスの理解

12 1 Illustrator・ペンツール練習 トレースと修正方法

13 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolioデザイン
14 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolioデザイン
15 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolioデザイン
留意事項

基本操作を覚える為、繰り返し練習と復習をする。
欠席した場合、次の授業時間までに自習しておくこと。
雑誌や広告における様々な画像加工やデザインに興味を向ける事を習慣づける。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

Adobe Illustrator・Photoshop
を操作して、スタイル画の着色、
カラー、素材の違いなども効率
よく表現できる。

演習

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○
講座コード 授業科目名 授業時間数

S208 グラフィックデザイン 15

担当教員 土井　奈緒子 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○ 国内外の婦人服・水着デザイナーとして大手アパレルメーカーに勤務。授業では、デザイ
ン企画に特化したグラフィックデザインソフトの基本や応用操作の指導を行う。

講義目的

アパレル業界で標準的に使われている「Adobe Illustrator・Photoshop」操作の基本と活用方法を学び、スキ
ル向上をはかる。

授業内容

Adobe Illustrator・Photoshopを使用し、ファッションに関連した教材を使って、段階的に操作方法を身に付
け、アパレル業界で行われる各種作業に対応する活用力を身に付ける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 Photoshop・Illustrator復習 前期の復習

2 1 Illustrator・柄の作成 図形を使用した基本モチーフを作る

3 1 Illustrator・総柄の作成 基本モチーフから総柄パターンを作る

4 1 Illustrator・課題 提出課題①　テキスタイルパターンの作成

5 1 Illustrator・ハンガーイラスト 手描きされたハンガーイラストのトレース

6 1 Illustrator・ハンガーイラスト ハンガーイラストの修正と着色

7 1 Illustrator・課題 提出課題②　自身のハンガーアイテム作成

8 1 Illustrator・課題 提出課題②　自身のハンガーアイテム作成

9 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題③　スタイリングマップ

10 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題③　スタイリングマップ

11 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題③　スタイリングマップ

12 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolio追加、修正
13 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolio追加、修正
14 1 Photoshop・Illustrator・課題 提出課題④　Portfolio追加、修正
15 1 総復習 復習

留意事項

基本操作を覚える為、繰り返し練習と復習をすること。
欠席した場合、次の授業時間までに自習しておくこと。
雑誌や広告における様々な画像加工やデザインに興味を向ける事を習慣づける。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

Adobe Illustrator・Photoshop
を操作して、マップやポートフォ
リオに活用できる表現方法やデ
ザイン、レイアウトができる。

演習

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名 プロフェッショナルコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S209 スタイリング造形Ⅱ 30

担当教員 水間　正子・眞砂　香 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

講義目的

ファッションアイテムの製図と制作を通して服作りを理解する。

授業内容

ラグラン・フードの平面製図、デニムリメイク・スタイリングショーアイテム・キャミソールドレス・バケットハットを制
作。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 ラグラン・フード ラグラン切替・フード製図

2 2 キャミソールドレス 裁断・身頃縫製

3 2 ラグラン・フード トワール・工業用パターン

4 2 キャミソールドレス 縫製・仕上げ

5 2 デニムリメイク スタイリングフォトアイテム作成

6 2 バケットハット 裁断・縫製

7 2 デニムリメイク スタイリングフォトアイテム作成

8 2 バケットハット 縫製・仕上げ

9 2 縫製方法復習・リメイク 縫製方法・お直し方法

10 2 カットソー 裁断・縫製

11 2 夏フェスアイテム アイテム作成

12 2 カットソー 縫製・仕上げ

13 2 夏フェスアイテム アイテム作成

14 2 カットソー 縫製・仕上げ

15 2 夏フェスアイテム アイテム作成

留意事項

授業で遅れた分は、次回授業までに課題を終わらせておく必要がある。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

基本アイテムの製図方法を習
得。カットソー・薄物・ナイロンの
扱い方を学び縫製方法を理解
出来る。

講義
課題作成

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名 プロフェッショナルコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○
講座コード 授業科目名 授業時間数

S209 スタイリング造形Ⅱ 30

担当教員 水間　正子・眞砂　香 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

講義目的

ファッションアイテムの製図と制作を通して服作りを理解する。

授業内容

ジャケットの平面製図、裏付きベストを制作。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 4 ジャケット 4面体ジャケット　身頃
2 4 ベスト 表身頃縫製

3 4 ジャケット 4面体ジャケット　衿・袖の目
4 4 ベスト 表身頃縫製

5 4 ジャケット 4面体ジャケット　袖
6 4 ベスト 裏身頃縫製

7 4 ジャケット 4面体ジャケット　完成
8 4 ベスト 裏身頃縫製

9 4 ジャケット 4面体ジャケット　トレース
10 4 ベスト 裾上げ・まつり

11 4 ジャケット 4面体ジャケット　組み立て
12 4 ベスト 仕上げ

13 4 ジャケット 4面体ジャケット　衿組み立て
14 4 卒展アイテム 卒業制作アイテム作成

15 4 卒展アイテム 卒業制作アイテム作成

留意事項

授業で遅れた分は、次回授業までに課題を終わらせておく必要がある。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ジャケットの基本製図方法を習
得。ウールの扱い方を学び、裏
付きベストを作成することができ
る。

講義
課題作成

提出物/期限遵守 90%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S211 就職対策Ⅱ 15

担当教員 大橋 等 科目区分 講義 ○ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

○ アパレルメーカーで人事(採用・教育・人事制度)関係の業務を30年以上経
験。その経験を活かし、自己分析から面接までを学生に指導。

講義目的

スタイリストの仕事について知識を深め、就職活動に向けた研修時や面接時に必要な書類を準備。就職希望
先へのアプローチや、方向性志望動機などを明確なものにする。

授業内容

スタイリスト個人や事務所を調べ、希望就職先に向けた履歴書やビジネスメールの書き方を練習する。面接時
に必要な個人の作品集となるポートフォリオをまとめる。また、個人面談を通して就職に向けての活動方法やア
プローチの手法、面接へ向けての準備などを個別で相談する。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 就職活動 就職活動への理解・注意事項説明

2 1 就職活動 個人や事務所のメリット、デメリット

3 1 就職活動 求人情報や仕事内容について

4 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

5 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

6 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

7 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

8 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

9 1 インターンシップ 夏季休暇中のインターン注意事項

10 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

11 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

12 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

13 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

14 1 面談 面談、ポートフォリオ、履歴書作成

15 1 就職 就職への理解・注意事項説明

留意事項

インターン、面接に行く前には必ず提出書類の確認が必要である。欠席した場合は、次回授業までに課題を終
わらせておくこと。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

就職活動に必要な書類やポー
トフォリオの作り方、希望就職先
へのアプローチの仕方を学び実
践することができる。

講義
課題作成
実践

提出物/期限厳守 50%

習熟度 　40%

取組姿勢 10%



学科名 スタイリスト学科 コース名

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

S212 卒業制作 60

担当教員 伊井　香代美 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

国内、および海外アパレルで商品企画、輸入卸販売等に従事。理美容の知識・技術に加
え、実務経験とブランド知識を生かし、幅広いコーディネイト能力を指導する。授業では、
様々なルックスを理解し、年代別のコーディネイトテクニックを学び、服の組み合わせ方を
論理的、客観的に説明できるプレゼンテーション能力をつける。

講義目的

2年間の集大成となる作品をスタイリングショー、コンテスト形式で発表。上位に選ばれたスタイリン
グのみファッション誌『NYLON』で発表、スタイリストデビューできる。プロの指導を受けながらスタ
イリストの実務体験を通して実践力を高める。

授業内容

テーマから得たインスピレーションを基にリサーチを行い、スタイリングコンセプトを立案する。コンセプトをマッ
プ、スタイル画に起こし、アイテムリサーチ、収集を経てスタイリング提案、衣装やアクセサリーのリース作業、モデ
ルへの着せ付け、ヘアメイク打ち合わせ、撮影など、ファッションショーに至るまでの一連の流れを実践形式で行う。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 事前トレーニング スタイリングプレゼン・修正

2 2 事前トレーニング ヘアメイク/撮影/画像選定

3 ２ 事前トレーニング 画像修正/総評

4 2 卒業制作 テーマ説明/スケジュール発表/グループ分け

5 ６ 卒業制作 テーマ・ターゲットリサーチ

6 ６ 卒業制作 コンセプトの立案・方向性の確認

7 4 卒業制作 スタイリングイメージマップ作成

8 4 卒業制作 スタイリングコラージュ作成/アイテムリサーチ

9 4 卒業制作 スタイル画作成/ヘアメイク案・イメージマップ作成

10 ６ 卒業制作 アイテムチェック・修正/バランス確認

11 4 卒業制作 スタイリングプレゼンテーション・修正

12 4 卒業制作 ヘアメイク打ち合わせ/撮影・画像選定・画像修正

13 4 卒業制作 校内プレゼンテーション（チーム毎）

14 4 卒業制作 商品リース/フィッティングチェック・サイズ修正

15 6 卒業制作 リハーサル・本番/検品/リース返却/レポート作成

留意事項

期日までに決められた条件をクリアする必要がある。欠席した場合は、次回授業までに課題を終わら
せておくこと。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

テーマからスタイル提案まで
の一貫したストーリ―構成で
スタイリングを提案作成し、
ファッションショーまでの一
連の流れを担う事ができる。

講義
実習
スタイリング発表

提出物/期限遵守 40%

コンテスト順位 30%

取組姿勢 30%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティー&スタイルコース
分類 必修 ○ 選択 配当学年 ２ 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S215 パーソナルブランディング 30

担当教員 岡田香寿美 科目区分 講義 ◯ 演習 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

◯

パーソナルスタイリスト歴11年。
心理学やマーケティングを応用しブランド力向上に向けたスタイリングを得
意とする。個人だけでなく商業施設との提携や企業研修まで幅広く行ってい
る。

講義目的

スタイリングで個人・企業のブランド力を向上させる方法を学びビジネス視点を身につける。

授業内容

ブランディングの基礎、被服心理学、マーケティングを学びそれらを応用した印象戦略技術を身につける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

１ 2 パーソナルブランディング パーソナルブランディングとは？を知る

２ 2 現代社会を知る 現代社会の状況とスタイリストのこれから

３ 2 ブランディング分析① 現存ブランドをマッピングし戦略を知る

４ 2 ブランディング分析② 様々な視点からブランディングを分析する

５ 2 セルフブランディング① 内面的、外見的な自分の魅力と強みを発見する

６ 2 セルフブランディング② ロールモデルを立てコミュニケーションを考える

７ 2 被服心理学① 心理と装いの関係性を知る

８ 2 被服心理学② 色、素材、シルエットが与える印象を知る

９ 2 校外学習 ルクアイーサロンご協力の元スタイリング実演

10 2
ブランディング設計①
コンセプト

ブランディングの元になるコンセプト設計方法

11 2
ブランディング設計②
印象戦略

マーケティングを応用しコンセプトに最適な印象戦略を
考える方法

12
2 ブランディング設計③

イメージコンサルティング
コンセプトから様々なオケージョンにあうスタイリング
を考える

13 2 起業・案件・集客方法 SNSやリアルでの集客方法について

14 2 情報管理方法 個人カルテ、個人情報の管理

15 2 まとめ ブランディングの成功と不成功

留意事項

身の回りにある様々なモノにも細かいブランド設計がされていることに「気づける視点」を持てることが大切。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ブランディングを理解し
ビジネス視点を持つことがで
きるスタイリストを目指す

講義
実習
課題作成

取組姿勢 40%

課題 30%

習熟度 30%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティー&スタイルコース
分類 必修 〇 選択 配当学年 ２ 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

S215 パーソナルブランディング 30

担当教員 岡田香寿美 科目区分 講義 ◯ 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

〇

パーソナルスタイリスト歴11年。
心理学やマーケティングを応用しブランド力向上に向けたスタイリングを得
意とする。個人だけでなく商業施設との提携や企業研修まで幅広く行ってい
る。

講義目的

前期で学んだパーソナルブランディングを提供するためのスタイリングサービス技術を習得する。

授業内容

ブランディング理論を元にパーソナルスタイリングサービスの実践的なワークを行う。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 ビジュアルブランディング理論① 似合う服と着たい服と着るべき服の違い

2 2 ビジュアルブランディング理論② 似合う服と着たい服と着るべき服の違い

3 2 ビジュアルブランディング理論③ 似合う服と着たい服と着るべき服の違い

4 2 カウンセリング① カウンセリングの必要性と傾聴テクニック

5 2 カウンセリング② カウンセリングの必要性と傾聴テクニック

6 2 カウンセリング③ カウンセリングの実演、価値観の分析

7 2 カウンセリング④ カウンセリングの実演、価値観の分析

8 2 クローゼットコーディネート① クローゼットコーディネートのhow to

9 2 クローゼットコーディネート② クローゼットコーディネートのhow to

10 2 クローゼットコーディネート③ クローゼットコーディネートのhow to

11 2 ショッピングアテンド① ショッピングアテンドのhow to

12 2 ショッピングアテンド② ショッピングアテンドのhow to

13 2 イメージ資料作成① 配布資料やプレゼン資料の作成

14 2 イメージ資料作成② 配布資料やプレゼン資料の作成

15 2 まとめ 復習

留意事項

質の良いサービスを意識的に体験すること。スタイリストは第一にサービス業であることを心にとめておくこと。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

様々なクライアントに対応で
きる柔軟さを持ったスタイリ
ストを目指す。

講義
演習
課題作成

取組姿勢 40%

課題 30%

習熟度 30％



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティ&スタイルコース
分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S216 ビューティー・コーディネート 60

担当教員 寺村知子　伊井香代美　澤山世莉 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

講義目的

お客様の魅力を引き出すコーディネートテクニックを習得すること。人と物の個性を分析し、似合うもの、目的に合ったものを客観
的に論理的にアドバイスできる方法を学ぶ。

授業内容

１年時に学習した基礎理論をベースに、より実践的な判断方法を習得する。人の色、形、素材、内面と物の色、形、素材を論理的
に分析、分類したスタイリング提案の応用テクニックを実践。コーディネートを提案、撮影、編集、プレゼンを繰り返し行うことでセン
スの向上とコミュニケーション能力を身に付ける事ができる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 コーディネートについて 授業内容の説明

2 2 パーソナルカラー基礎理論の復習 4シーズン別シート作成

3 2 コーディネート① アイテムリサーチ、イメージ収集
撮影、編集

4 2 パーソナルカラーメイク①／
ブレンドタイプ①

４シーズン別のカラーパレット作成／
セカンドシーズンとは？

5 2 コーディネート① プレゼン(コーディネート説明)

6 2 ドレーピング実習①② ベース、シーズンの決定①②

7 2 コーディネート② アイテムリサーチ、イメージ収集、
撮影、編集

8
2 ビジュアルツール制作①②③④ 各シーズンのアイテム収集①②／

シーズン別のアイテム選択／
レイアウトバランスチェック　アイテムの貼付

9 2 コーディネート② プレゼン(コーディネート説明)

10 2 ブレンドタイプ②／
パーソナルカラーメイク②

ブレンドタイプのコーディネートプラン／
コスメブランドの４シーズン分類

11 2 コーディネート③ アイテムリサーチ、イメージ収集
撮影、編集

12 2
セルフコーディネート／
タレント分析／カラーまとめ

パーソナルクローゼットシートの完成／
著名人の４シーズン分類／
現場での活用法

13 2 コーディネート③ プレゼン(コーディネート説明)

14 2 コーディネート④ アイテムリサーチ、イメージ収集
撮影、編集

15 2 F.S.A認定StylingMap検定プレイヤー ジュニアレベル各項目復習・応用問題

留意事項
ビジュアルツール制作にはファッション雑誌やクロムブックを使用します。
各テーマごとにフィードバックを行うため、欠席や作業遅れの場合は次回授業までに課題を進めておくこと。

教材

199aカラーカード
文化服装学院編「文化ファッション大系　ファッション流通講座7　コーディネートテクニック（演出編）」(文化出版局)　スタイリング
の教科書（一般社団法人日本ファッションスタイリスト協会）

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

現場での即戦力として活躍できる色に強いスタイ
リストを目指す。
誰に対してもベストなスタイリング提案ができるよ
うになる。F.S.A認定Styling Map検定プレイヤー
級の合格を目指す

講義
色相・明度・彩度・清濁を判断しパーソナルカラーに適応
させる。

雑誌やテレビ等で、人を意識的に観察する。

課題 70%

実技・演習 10%

取組姿勢 20%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティ&スタイルコース
分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

S216 ビューティー・コーディネート 30

担当教員 澤山世莉 科目区分 講義 ○ 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

講義目的

お客様の魅力を引き出すコーディネートテクニックを習得すること。人と物の個性を分析し、似合うもの、目的に合ったものを客観
的に論理的にアドバイスできる方法を学ぶ。

授業内容

１年時に学習した基礎理論をベースに、より実践的な判断方法を習得する。
人の色、形、素材、内面と物の色、形、素材を論理的に分析、分類したスタイリング提案の応用テクニックを実践。
コーディネートを提案、撮影、編集、プレゼンを繰り返し行うことでセンスの向上とコミュニケーション能力を身に付ける事ができる。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 2 コーディネート① イメージ収集、アイテムリサーチ

2 2 コーディネート① 撮影、編集

3 2 コーディネート① プレゼン(コーディネート説明)、フィードバック
4 2 コーディネート② イメージ収集、アイテムリサーチ

5 2 コーディネート② 撮影、編集

6 2 コーディネート② プレゼン(コーディネート説明)、フィードバック
7 2 コーディネート③ イメージ収集、アイテムリサーチ

8 2 コーディネート③ 撮影、編集

9 2 コーディネート③ プレゼン(コーディネート説明)、フィードバック
10 2 コーディネート④ イメージ収集、アイテムリサーチ

11 2 コーディネート④ 撮影、編集

12 2 コーディネート④ プレゼン(コーディネート説明)、フィードバック
13 2 コーディネート⑤ イメージ収集、アイテムリサーチ

14 2 コーディネート⑤ 撮影、編集

15 2 コーディネートまとめ ポートフォリオ作成

留意事項

ビジュアルツール制作にはファッション雑誌やクロムブックを使用します。
各テーマごとにフィードバックを行うため、欠席や作業遅れの場合は次回授業までに課題を進めておくこと。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

現場での即戦力として活躍できる色
に強いスタイリストを目指す。誰に対
してもベストなスタイリング提案がで
きるようになる。F.S.A認定Styling
Map検定プレイヤー級の合格を目指
す

実技

プレゼン 30%

提出物/期限遵守 40%

取組姿勢 30%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティ&スタイリストコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S219 デジタルマーケティング 15

担当教員 野村　真介 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

グラフィックデザイナーからWEBデザイナーに転向し10年。
大阪でW E B会社を経営し、コスメブランドなどのW E Bショップの運営やプ
ロモーションを担当。中小企業などにS N Sなどマーケティング方法につい
てのセミナーやレクチャーなどを行っている。

講義目的

ユーザの心理（カスタマージャーニー）の概念を習得。
物が売れるまでの工程を習得。

授業内容

ブランドやショップの集客のためのマーケティングを学ぶ。
ユーザの心理（カスタマージャーニー）や各S N Sのビジネスとしての使い方などを学び、販売促進、売り上げアップ
の手法を見つける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 マーケティングとは 検索エンジン、ソーシャルメディアのまとめ

2 1 集客方法のチェック 複数のWEBサイトの集客方法の分析

3 1 SNSのビジネス活用 SNSの活用方法のまとめ

4 1 SNSのデータ分析① SNS活用するための分析チェック

5 1 SNSのデータ分析② SNS活用するための分析チェック

6 1 カスタマージャーニー① ユーザの心理をチェック

7 1 カスタマージャーニー② ユーザの心理をチェック（応用）

8 1 カスタマージャーニー③ ユーザの心理をまとめる

9 1 ユーザの心理を分析① 集客マップ作成

10 1 ユーザの心理を分析② 集客マップ発表

11 1 ユーザの心理を分析③ 集客ブラッシュアップ

12 1 アクセス解析① WEBのアクセス解析

13 1 アクセス解析② SNSのアクセス解析

14 1 集客のまとめ① 集客方法のまとめ

15 1 集客のまとめ② 集客方法の発表

留意事項

初めは聞きなれない言葉も出てくるが、わからないことは質問する

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

広報やインフルエンサーなど
の道を歩む中で大事なユーザ
の心理とプレゼン力を身につ
ける

数字と向き合い、ユーザの気持ち
になって考え、発表する

取組姿勢 60%

提出課題 40%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティ&スタイリストコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 後期 ○

講座コード 授業科目名 授業時間数

S219 デジタルマーケティング 15

担当教員 野村　真介 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業
科目

○

グラフィックデザイナーからWEBデザイナーに転向し10年。
大阪でW E B会社を経営し、コスメブランドなどのW E Bショップの運営やプ
ロモーションを担当。中小企業などにS N Sなどマーケティング方法につい
てのセミナーやレクチャーなどを行っている。

講義目的

ユーザの心理（カスタマージャーニー）の概念を習得。
物が売れるまでの工程を習得。

授業内容

ブランドやショップの集客のためのマーケティングを学ぶ。
ユーザの心理（カスタマージャーニー）や各S N Sのビジネスとしての使い方などを学び、販売促進、売り上げアップ
の手法を見つける。

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

1 1 集客のまとめ復習① SNSのデータ分析チェック

2 1 集客のまとめ復習② HPのデータ分析チェック

3 1 カスタマージャーニー実践① 仮想ショップを想定し表作成

4 1 カスタマージャーニー実践② 仮想ショップを想定し表を発表

5 1 Googleビジネスプロフィール講座① ローカルビジネスの集客方法をチェック

6 1 Googleビジネスプロフィール講座② ローカルビジネスの集客方法をチェック

7 1 WEB広告講座 有料広告でユーザの動きを見る

8 1 インスタグラム実践① 投稿のインサイトを分析

9 1 インスタグラム実践② 投稿のハッシュタグからの効果をチェック

10 1 アクセス解析① GA4（Googleアナリティクス4）のアクセス解析

11 1 アクセス解析② GA4（Googleアナリティクス4）のアクセス解析

12 1 集客方法のまとめ① 集客マップの総合説明

13 1 集客方法のまとめ② 集客マップの総合説明

14 1 マーケティングまとめ① 仮想ショップ周りの集客ツールをまとめる

15 1 マーケティングまとめ② 足りていないところなど他の意見をチェック

留意事項

前期を復習しながら、自分のものにしていく。

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

売り上げアップのための集客
方法を学ぶ

講義から実際に実践できるもは
し、できないものはマインドマッ
プにまとめていく

取組姿勢 60%

提出課題 40%



学科名 スタイリスト学科 コース名 ビューティ＆スタイルコース

分類 必修 ○ 選択 配当学年 2 年 学期 前期 ○ 後期

講座コード 授業科目名 授業時間数

S218 セールスワーク ３０

担当教員 金田　恵吏加 科目区分 講義 演習 ○ 実習

実務経験のある教員等による授業科
目

〇
ラグジュアリーブランドで店長を経験後、セレクトショップを経営。販売員とし
て経営者としてセールスの重要性や基礎知識などを指導する

講義目的

店頭販売の基礎知識を学ぶ

授業内容

接客・販売の知識と実演

授業計画及び学習課題

項目 回数 内容 学習課題

１ 2
カリキュラム説明/

組織とセールススタッフの役割
基礎知識と実践

２ 2 コミュニケーションと基本マナー 基礎知識と実践

３ 2 ディスプレイと商品管理 基礎知識と実践

４ 2 購買心理とアプローチ 基礎知識と実践

５ 2 商品説明・マーケティング知識 基礎知識と実践

６ 2 ニーズの聞き出し 基礎知識と実践

７ 2 設定に合わせたロールプレイング 基礎知識と実践

８ 2 クローズド接客 基礎知識と実践

９ 2 会計〜プレゼント包装 基礎知識と実践

10 2 発表する内容説明/プレゼン作成 各自仮想設定店プレゼン作成

11 2 発表するプレゼン作成 各自仮想設定店プレゼン作成

12 2 発表 各自仮想設定店でロープレ発表

13 2 発表 各自仮想設定店でロープレ発表

14 2 発表 各自仮想設定店でロープレ発表

15 2 まとめ まとめ

留意事項

９の包装に使用する箱やリボンを100円均一等で準備しておくこと

教材

最終到達目標 学習法 評価方法及び評価割合

ターゲティングに合わせた接

客・提案・店舗作りが出来る

様になること

実践
プレゼンテーション発表

提出物/期限遵守 40%

コンテスト順位 30%

取組姿勢 30%




